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近畿都市学会報 
第２０５号 

２０１９年４月１０日  

近畿都市学会  
近畿都市学会・連絡先 

■近畿都市学会事務局宛先 
 

〒５３０－０００１大阪市北区梅田１－２－２－６００  
大阪駅前第２ビル６階  大阪市立大学大学院  創
造都市研究科  小長谷一之研究室内  近畿都市
学会事務局 （担当）庶務委員長：小長谷一之  
Ｅメ－ル： info@kintoshi.org 
ホ－ムペ－ジ：http:／／www.kintoshi.org／  
◎会費納入先：ゆうちょ銀行振替口座００９９
０－７－８６２３５近畿都市学会  
◎※ゆうちょ以外の金融機関からは下記で送
金できます。 ゆうちょ銀行〇九九店（ゼロキ
ユウキユウ店）当座  ００８６２３５  キンキト
シカ゛ツカイ  

■（雑誌『都市研究』原稿のみ）近畿都市学

会編集委員会宛先（その他のニューズレター

等原稿は全て事務局提出となります） 
   

〒５５８－８５８５大阪市住吉区杉本３丁目３−１
３８ 大阪市立大学大学院  文学研究科  地理
学教室  大場茂明研究室内  近畿都市学会編
集委員会 （担当）編集委員長：大場茂明  
Ｅメール：oba@lit.osaka-cu.ac.jp 
 

 
Ⅰ．２０１９（平成３１）年度春季大会のお知らせ（予定） 

 近畿都市学会の２０１９年度春季大会は、以下のように予定しております。 

【日時】２０１９年７月６日（土） 

【会場】大阪産業大学 中央キャンパス 

【プログラム】（すべて予定です）＜案＞ 

１）11:00～11:30 会計監査 

２）11:30～12:30 理事会・評議員会 

３）12:40～13:20 総会 

４）13:20～13:30 会長開会挨拶 

５）13:30～14:30 特別講演 大阪産業大学副学長 デザイン工学部環境理工学科 吉

川耕司教授 

   （大阪の都市計画に関連したテーマでご講演の予定） 

６）14:40～    一般研究報告 

７）18:00～ 懇親会 （キャンパス内もしくは住道駅近く） 

 

一般研究報告の申込締切 →５月２４日（金）事務局まで必着 

一般研究報告の要旨提出締切 →５月３１日（金）事務局まで必着 

 

Ⅱ．２０１９年度春季大会研究発表を募集します。  
■ 研究報告の募集 

 ①研究報告の申し込み 
  →報告題目、報告者氏名（所属と連絡先を必ず明記して下さい）および報告する際の

使用希望機器（パソコン、プロジェクター等）を明記したものを、５月２４日（金）

必着で近畿都市学会事務局まで、Ｅメールの方法でお送り下さい。 
 ②報告要旨の提出 
  →報告要旨を作成し、５月３１日（金）必着で上記の近畿都市学会事務局まで、メ
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ール（テキストファイル）でお送り下さい。なお、フォーマットはヨコ40字・タ

テ38行、10.5ポイント、MS明朝（英数はcentury）とし、図表を含めて、1200字
以内とします。 

 

Ⅲ．２０１９年度日本都市学会各賞の推薦著書候補を募集しています。 

 2019 年度日本都市学会各賞（奥井記念賞、論文賞、まちづくり賞）の近畿都市学会から

の推薦候補は、今回から、近畿都市学会ホームページ上で一般募集しております。対象は、

以下の通りです。 

 〆切を、４月２５日とさせていただきます。 

【１．奥井記念賞】日本都市学会会員の著作で、2017 年 1 月 1 日から 2018 年 12 月 31 日

の２年間に刊行されたもの。 

【２．論文賞】日本都市学会年報および地域都市学会学術誌論文で、2017 年 1 月 1 日から

2017 年 12 月 31 日の１年間に刊行され、著者が掲載時 39 歳以下で、単著かファーストオ

ーサーであるもの（本賞のみ、条件の合う方は全て全国の委員会で機械的に審査対象とな

りますので、支部へのご推薦は要りません）。 

【３．まちづくり賞】都市学の発展に貢献し、新しい考え方を示した地域調査機関や行政

等の報告書・まちづくり業績（2016 年 1 月 1 日から 2018 年 12 月 31 日の３年間）で、そ

の集団的創作にかかわった会員。 

 

Ⅳ．近畿都市学会理事会等のご報告 
 近畿都市学会 2018 年度第７回理事会は、2018 年３月 16 日（土）に大阪市立大学文化交

流センター談話室（大阪駅前第２ビル６階）で開催され、入退会、ウェブ、２０１９年度

春季大会、２０２０年度日本都市学会の合同大会、『都市研究１６・１７合併号』、記念出

版の刊行について等を議論しました。 

 

Ⅴ．日本都市学会第６５回大会（九州担当、福岡市で開催予定）のご報告と、 
日本都市学会第６６回大会（中四国担当、広島市で開催予定）のお知らせ。 

 日本都市学会第６５回大会（2018 年度）は、九州都市学会が担当し、2018 年 10 月 19

日（金）・20 日（土）・21 日（日）に、福岡県福岡市の九州産業大学を会場として、「成長

する都市」をテーマに開催しました。 

 大会参加者は 132 人（うちわけは会員 117 人、一般 15 人）、懇親会参加者は 53 人で盛会

におわりました。 

 日本都市学会第６６回大会（2019 年度）は、中四国都市学会が担当し、2019 年 10 月 25

日（金）・26 日（土）・27 日（日）に、広島市を会場として、「地方中枢都市における課題

と展望」をテーマに開催する予定です。 

 日本都市学会第６７回大会（2020 年度）は、近畿都市学会が担当し、（仮）2020 年 10

月 30 日（金）・31 日（土）・11 月 1 日（日）に、尼崎市を会場として、「（仮）工業都市か

ら総合産業・観光都市へ」をテーマに開催する予定で企画をしております。 

 詳細が決まり次第ホームページに掲載してまいりますが、会員の皆様にはスケジュール

の調整をよろしくお願いします。 

くわしくは、日本都市学会ホームページ 

http://www.toshigaku.org/ 

（「都市学ドットオルグ」です）をご覧下さい。 

http://www.toshigaku.org/
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ふるってご参加ください。 

 
Ⅵ．【重要事項】会員管理システムへ早めにアクセスのお願い！ 

 すでにお知らせいたしましたように、会員のみなさまの管理によります「会員管理シス

テム」が稼働を開始しております。 

★近畿都市学会ホームページ：http://www.kintoshi.org/ 

のトップからも入ることのできる以下のアドレスが、入り口サイトです。 

★ https://www.mmb-sys.jp/pacmmb/USER/personal/login.aspx 

 今後は、既にお知らせした［会員ＩＤ］と［パスワード］を入力して、ログインするこ

とにより、専用ページで、ご自身の登録情報を確認、更新することができます。 

 最初に配布された業者の［パスワード］は複雑ですので（紛失しないうちに）、ぜひ一

度、ご自身でアクセスし、ご自分の好きな［パスワード］に早めに変更をお願いいたしま

す。 

 また「連絡用電子メールアドレス」など、ご入力いただきませんと今後重要なお知らせ

が行かない場合がございます。ぜひ一度、アクセスいただきますようお願いいたします。 

※パスワードをお忘れの場合 

 ・連絡用ｅメールアドレスを登録済みの場合は、 

  上記の会員専用ログイン画面の「パスワードをお忘れの方はこちら」のボタンをクリ

ックしてください。次に表示される画面で会員ＩＤ（38 で始まる 8 桁の半角数字）と

登録済みｅメールアドレスを入力すると、自動的にパスワードが送信されます。 

 ・会員ＩＤが不明な場合や連絡用ｅメールアドレスを未登録の場合は、 

  学会事務局 info@kintoshi.org までご相談ください。 

 

Ⅶ．事務局より 
 

【ご逝去】（2018 年 2 月） 

成田 孝三（名誉会員） 

 

【退会】（2018 年度末） 

坂本 真司 

徳岡 一幸 

山下 博樹（中四国所属） 

 

【入会】（2019 年度初） 

大島 博文 
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■ 近畿都市学会入会のおすすめ 

近畿都市学会会長 
 

 ２１世紀は人類の大半が都市民となる空前の「都市の世紀」を迎えました。しかし、こ

の急速な都市化の前には、環境、開発・保存、防災、人口、交通、福祉等の深刻な課題が

逼迫しています。これらの課題の調査研究は、従来は土木・建築、地理、経済、社会、政

治・法等の諸学会の研究課題として取り組まれてきましたが、それらの総合的研究は、未

だ十分な状態にあるとはいえません。都市に関する理論や諸問題を研究し、健全な方向に

都市の発展を導くような総合的・学際的「都市研究」が、各方面から要請されています。 

 こうした要望にこたえ、第二次大戦後、日本都市学会が復活し、1957（昭和 32）年には

その支部として近畿都市学会が設立されました。この間、学会では大学その他の研究者と

市政担当者との緊密な協力のもとに、都市に関する総合的な調査研究の実をあげてきまし

た。さまざまな都市問題の解決、都市政策の提言・実践が緊急に迫られている今日、更に

多くの研究者、公共団体、NPO・NGO 等の市民団体の皆様に御入会をいただき、実り豊かな

都市研究を押し進めたいと考えています。 

  この主旨に御賛同のうえ、近畿都市学会に御入会下さいますよう切に希望する次第です。 

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

１．代表的な年間活動 

 （１）学術雑誌『都市研究』を年１回発行。 

 （２）『近畿都市学会報』を年４回発行。 

 （３）学術雑誌『日本都市学年報』を年１回発行。［日本都市学会事業］ 

 （４）近畿都市学会大会を年２回開催。 

   （春季大会は大学・学術研究機関等、秋季大会は地方自治体） 

 （５）他に日本都市学会大会を年１回開催。［日本都市学会事業］ 

 （６）日本都市学会賞（奥井賞、論文賞、特別賞（まちづくり賞、学術共同研究賞））

授与。［日本都市学会事業］ 

２．普通会員の特典 

 （１）上記雑誌『都市研究』（年１巻）の購読・投稿（査読論文部門）の機会。 

 （２）上記『近畿都市学会会報』（年４号）の購読の機会。 

 （３）上記雑誌『日本都市学会年報』（年１巻）の購読・投稿の機会。 

 （４）上記近畿都市学会大会（年２回）への参加・発表の機会。 

 （５）上記日本都市学会大会（年１回）への参加・発表の機会。 

※日本都市学会は地方学会（近畿都市学会他）から同時入会となります。普通会員は、年

会費 8,000 円（日本都市学会会費 4,000 円＋近畿都市学会会費 4,000 円）です。自治体・

法人・企業等は、特別会員（年会費 10,000 円）となります。 

３．学生会員の特典（学生は普通会員のほか学生会員を選択することもできます） 

 （１）上記雑誌『都市研究』（年１巻）の購読・投稿（査読論文部門）の機会。 

 （２）上記『近畿都市学会会報』（年４号）の購読の機会。 

 （３）上記近畿都市学会大会（年２回）への参加・発表の機会。 

※学生会員は、年会費 4,000 円（近畿都市学会会費のみ）です。 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

４．申込連絡先 

 近畿都市学会事務局：連絡はメールでお願いします。info@kintoshi.org ホームペー

ジ： http://www.kintoshi.org/  

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

＜2019 年度会費納入のお願い＞ 

１頁目のタイトル下に記載の口座に 2019 年度分会費を納入頂きたくお願いいたします。 

・ゆうちょ銀行総合口座をお持ちの方は ATM から口座間送金（電信振替）でお送りい

ただくと手数料が無料になります（月３回まで）。 
・会費年額は、普通会員 8,000 円、学生会員等（近畿都市学会のみ）4,000 円、名誉会

員（日本都市学会にも在籍）4,000 円、名誉会員（近畿都市学会のみ）無料、特別会員

（団体）10,000 円です。 


